
中村　博幸（臨床心理学部臨床心理学科教授・教職担当）

寺田　博幸（臨床心理学部教育福祉心理学科教授）

山本　早苗（臨床心理学部教育福祉心理学科准教授）

中島　千惠（臨床心理学部教育福祉心理学科教授）

田中　亨胤（兵庫教育大学名誉教授・京都文教短期大学非常勤講師）

張　貞京（京都文教短期大学幼児教育学科講師）

河合　由里（京都文教短期大学幼児教育学科講師）

講習No.
H02
必修

講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成26年7月26日（土）・27日（日）

講習No.
H01
必修

教育の最新事情（中等教育）
講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成26年7月26日（土）・27日（日）

平成26年7月26日（土）

講習の概要

受講料 12，000円 受講料 12，000円
定員

100人

時間数

12時間

試験方法

筆記試験

中村　博幸（臨床心理学部臨床心理学科教授・教職担当）

竹口　等（臨床心理学部教育福祉心理学科教授・教職担当）

松田　美枝（臨床心理学部教育福祉心理学科講師）

島田　香（臨床心理学部教育福祉心理学科講師）

田中　亨胤（兵庫教育大学名誉教授・京都文教短期大学非常勤講師）

担当講師

「教職についての省察」、「子どもの変化についての理解」、「教育政策の動向についての理解」、「学校の内外での
連携協力についての理解」の4つの領域に関する教育課題について、最新の状況や動向をもとに、学校教育全
体からの視点と中等教育（中学校・高等学校）の現場に絞った専門的視点から読み解く。主な受講対象者は中学
校及び高等学校教諭とする。

定員

１50人

時間数

12時間

試験方法

筆記試験 担当講師

1限
9:00～10:30（90分）

学校を巡る近年の状況変化と
教育政策の動向
｢学校に求められるもの、
　教師に求められるもの｣
グローバル化する社会、多様化
する社会の中で、教育に求めら
れるものも変化し多様化して
いる。その中で、メディア、各種
報告書などをどう読み取るか
を考え、さらに学習指導要領で
述べられた〝生きる力〟や、中央
審議会の教員制度改革など、
教育政策についても考える。

2限
10:45～12:15（9０分）

配慮を要する子どもたちへの
個別教育・支援
特別支援教育が学校教育法に
位置づけられ、障害をもつ子ど
もたちに対する個別的な教育
や支援が行われるようになって
いる。本講習では、個別教育・
支援の具体例を取りあげ、アセ
スメントや支援方法について
受講者とともに考えた上で、分
かりやすく解説する。

3限
13:15～14:45（9０分）

教員スタンダードとしての
専門的職能性と倫理性
教員に求められる教育実践力
の向上につながる基本視座に
ついて確かめる。社会変化の
現実を受けとめるとともに、教
員が身につける「子ども観」「発
達観」「教育観」、教員としての
倫理性や品格などの諸点から、
専門職者としての教員のスタ
ンダードについて省察する。

4限
15:00～16:30（9０分）

学校期の子どもにふさわしい
教授‐学習生活の展開
子どもの確かな育ちの諸相を
明確化し、教育課程・学習指導
要領において重点化されてい
る諸点に基づく育ちのための
教授‐学習過程装置を想定す
る。これによって、教授‐学習展
開のストラテジーおよび教育
のアカウンタビリティーを可視
化する。

5限
16:45～17:15（3０分）

修了認定試験

平成26年7月27日（日）
1限

９：００～１０：3０（9０分）

子どもの生活の変化を
踏まえた課題
｢子どもと社会の
　インタラクティブ性｣
子どもは社会の影響を受け、ま
たかかわる社会に影響を与え
る。ケータイやインターネット
を軸にしたヴァーチャルな世
界、参照モデルとする家庭像の
ない社会、その中で自立から自
律していかなければならない
子ども達の生活感覚を、どの様
に考えればよいのかを考える。

2限
１０：45～１2：15（9０分）

学校における危機管理
｢情報化と都市化(反地域化)の
　中での子どもの安全｣
グローバル社会の特徴である、
反地域化と情報・ネットワーク
化に対して、大人は経験した既
存の社会をもとに再構築して
いくが、その経験がない子ども
達は、準備のないまま全く違う
状況におかれてしまう。その事
をふまえて、子どもの〝安全〟に
ついて考える。

3限
１3：15～１４：45（9０分）

生徒の心の発達と教育相談
知的にはともかく、心の発達が
生活年齢に達していないため
に自分の感情や思考を言葉に
して伝えることが難しい生徒が
増えてきている。そのような生
徒たちの見立てと対応につい
て、主に教育相談での実践を
中心に述べていきたい。

4限
１5：00～１6：30（9０分）

学力向上を核とした学校・
家庭・地域の連携
学力格差が一層深刻化する現
在、その要因と克服のための
調査・研究動向を踏まえ、各々
の果たすべき役割と連携の在
り方について考察する。
　
１．社会的不平等に対する学校の
　 教育効果
２．メリトクラシーとペアレントクラシー
３．「効果ある学校」「力ある学校」の
　 社会背景
４．「ソーシャルキャピタル」への期待

5限
16：45～17：15（3０分）

修了認定試験

平成26年7月26日（土）

講習の概要 「教職についての省察」、「子どもの変化についての理解」、「教育政策の動向についての理解」、「学校の内外での
連携協力についての理解」の4つの領域に関する教育課題について、最新の状況や動向をもとに、学校教育全
体からの視点と初等教育（幼稚園・小学校）の現場に絞った専門的視点から読み解く。主な受講対象者は幼稚園
及び小学校教諭とする。

「生きる力」は
いかに育まれ得るのか
学習指導要領の基本的考え方
を踏まえた上で、「生きる力」の
理念を実現するための指導や
教育に対する近年の考え方の
変化を学ぶ。「生きる力」は幼児
期の教育と切り離して考えら
れるものではない。保幼小連携
に関する国際的動向にも触れ、
幼児期の保育者と小学校教員
が連携して、どのように「生きる
力」を育んでいけば良いのか
実践への問いを提供する。

教員スタンダードとしての
専門的職能性と倫理性
教員に求められる教育実践力
の向上につながる基本視座に
ついて確かめる。社会変化の
現実を受けとめるとともに、教
員が身につける「子ども観」「発
達観」「教育観」、教員としての
倫理性や品格などの諸点から、
専門職者としての教員のスタ
ンダードについて省察する。

子どもの発達への理解と
子どもの育ちに対する支援の
重要性
近年改訂された幼稚園教育要
領にも示されている、子どもの
発達に対する捉え方の変化に
ついて理解を進める。また、社
会や家庭環境の変化に伴う子
育て支援の必要性、さらに発達
障がいの子どもに対する理解
と支援の重要性について、カウ
ンセリングマインドを持って見
る視点で考えたい。

特別支援教育に関する
新たな課題
発達障害の診断に用いられる
DSMが第5版に改訂され、広
汎性発達障害という表現がな
くなります。発達障害に関する
理解を明確にし、その対応を考
える必要があります。発達障害
の早期発見と対応によって、発
達障害を減らす視点を持ち、教
育に取り組むための手がかり
を学びます。

修了認定試験

平成26年7月27日（日）
1限

９：００～１０：3０（9０分）

生きる力と学ぶ意欲
学習指導要領の理念である
「生きる力」を育むために、知・
徳・体の調和のとれた指導が
求められています。主体的に学
ぶ意欲を喚起する指導や道徳・
特別活動の指導について具体
例を紹介しながら理解につな
げます。

2限
１０：45～１2：15（9０分）

学校・家庭・地域社会の中で
育てるコミュニケーション力
自然災害も含めて子どもを取
り巻く厳しい状況を考えると、
学校・家庭・地域社会との連
携は不可欠なことです。情報
化社会が急速に進む中で、コ
ミュニケーション力を育む上
での課題と必要性について考
えます。

3限
１3：15～１４：45（9０分）

学校における危機管理
｢情報化と都市化(反地域化)の
　中での子どもの安全｣
グローバル社会の特徴である、
反地域化と情報・ネットワーク
化に対して、大人は経験した既
存の社会をもとに再構築して
いくが、その経験がない子ども
達は、準備のないまま全く違う
状況におかれてしまう。その事
をふまえて、子どもの〝安全〟に
ついて考える。

4限
１5：00～１6：30（9０分）

「子どもが互いに認め合い、
　高め合う学級集団づくり」の
取組と教師の役割
個が存在感を実感するととも
に、互いに認め合い、高め合う
学級集団を形成するため、教師
が果たすべき役割や個への働
きかけについて、以下の視点か
ら考察する。

・学校教育目標の具現化と
  学級経営の構想
・学級集団づくりと教科等の
  指導

5限
16：45～17：15（3０分）

修了認定試験

1限
9:00～10:30（90分）

2限
１０：45～１2：15（9０分）

3限
１3：15～１４：45（9０分）

4限
１5：00～１6：30（9０分）

5限
16：45～17：15（3０分）

教育の最新事情（初等教育）
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